














※
1
　
水
晶
橋
 

可
動
堰
と
し
て
1
9
2
9
年
に
完
成
。
大
阪
市

中
央
公
会
堂
の
北
西
の
、
堂
島
川
沿
い
に
掛
か

る
。
現
在
は
歩
行
者
専
用
橋
と
し
て
活
用
さ
れ

て
い
る
。
第
3
号
参
照
。 

 ※
2
　
伊
藤
正
文
 

い
と
う
・
ま
さ
ふ
み
　
1
8
9
6
年
生
ま
れ
。

1
9
1
7
年
早
稲
田
大
学
卒
業
。
1
9
2
4
年

か
ら
3
9
年
ま
で
大
阪
市
に
奉
職
し
建
設
課
長

ま
で
つ
と
め
た
。
1
9
6
0
年
死
去
。 

 ※
3
　
日
本
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
建
築
会
 

本
野
精
吾
や
上
野
伊
三
郎
ら
に
よ
り
関
西
で
発

足
。
機
能
主
義
に
よ
る
新
時
代
の
建
築
を
目
指

し
つ
つ
、
地
域
性
も
考
慮
し
た
。
1
9
3
3
年

に
ブ
ル
ー
ノ
・
タ
ウ
ト
を
日
本
に
招
待
。 

 ※
4
　
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ス
タ
イ
ル
　
 

工
業
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
ス
タ
イ
ル
を
、
と

考
案
さ
れ
、
1
9
2
0
年
代
か
ら
50
年
代
ご
ろ

ま
で
、
世
界
共
通
の
様
式
と
し
て
流
行
。
装
飾

を
お
さ
え
た
シ
ン
プ
ル
な
構
成
が
特
徴
。 

 ※
5
　
バ
ル
セ
ロ
ナ
・
パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン
　
 

1
9
2
9
年
完
成
。
設
計
は
20
世
紀
建
築
の
3

大
巨
匠
の
ひ
と
り
、
ミ
ー
ス
・
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・

ロ
ー
エ
。
壁
と
柱
な
ど
に
よ
る
直
線
的
な
構
成

か
ら
、
光
と
影
が
躍
る
建
築
美
を
表
現
。 

 

ぽ
む
き
か
く
　
た
か
ぎ
み
江
、平
塚
桂
の
2
人
に
よ
る
建
築
ラ

イ
タ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
。『
カ
ー
サ
・
ブ
ル
ー
タ
ス
』
ほ
か
の
雑
誌
に
も

執
筆
。「
け
ん
ち
く
家
対
決
」
や
「
け
ん
ち
く
雑
誌
ガ
イ
ド
」
な

ど
独
断
と
偏
見
に
満
ち
た
コ
ン
テ
ン
ツ
の
溢
れ
る
Ｈ
Ｐ
も
必
見
。 

Talk about bridges!!
橋の話をしよう　 

錦橋 
文／ぽむ企画 

  絵／綱本武雄（本誌） 
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※
1

錦橋 
1931年完成のコンクリートアーチ橋。
可動堰としてつくられ、桁下には上
下に開閉するゲートを収納している。
階段や欄干を一体化した、シンプル
かつ細やかなデザインが魅力。1985
年に改装され、本体の補修と橋面の
整備が行われた。全長55.12m。 

にしきばし 

曲面を水平に走るバル
コニーが印象的な朝日
新聞ビル。イラストで
は見えないが、北隣に
は朝日ビルがある。 
 

フェスティバルホール
のレリーフは、ギリシ
ャ神話に登場する音楽
好きの牧神パンが音楽
を楽しんでいる様子を
表現したもの。 
 

階段横の壁には四角い
窓がうがたれており、
川の風景を意識させて
いる。仕上げを替えた
壁を細かく切り替えて、
橋の姿にリズムを与え
ている。 
 

桁下には水晶橋と同じく、
川をせき止めるための
テンターゲートが収納
されている。 
 

リズミカルに並ぶ丸窓
がアクセント。トップ
の細い縁取りや、橋面
から立ち上がる壁の水
平のラインが橋の姿を
引き締めている。 
 

躯体を欄干の高さまで
立ち上げ、縦のスリッ
トでスタイル良く見せ
ている。少し束柱をベ
ルボトムパンツのよう
に末広がりにして、さ
らにスタイルアップ。 

平
塚
桂
（
以
下
、
桂
）　
水
晶
橋
と
同
じ
よ
う
 

に
、
元
は
可
動
堰
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
橋

で
す
。
む
か
し
は
土
佐
堀
川
可
動
堰
と
呼
ば

れ
て
い
ま
し
た
が
、
1
9
8
5
年
の
改
装
を

機
に
、
錦
橋
と
い
う
名
前
に
な
り
ま
し
た
。 

た
か
ぎ
み
江
（
以
下
、
み
江
）　
し
か
し
オ
シ

ャ
レ
な
橋
で
す
ね
え
。 

桂
　
セ
ン
ス
が
い
い
人
の
勝
負
コ
ー
デ
ィ
ネ

イ
ト
的
な
オ
シ
ャ
レ
っ
ぽ
さ
が
あ
り
ま
す
ね
。

川
か
ら
欄
干
ま
で
ス
ッ
と
立
ち
上
が
る
縦
の

ラ
イ
ン
が
、
横
に
長
い
橋
の
姿
を
シ
ャ
ー
プ

に
引
き
締
め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
ト
ッ
プ
の

ポ
ツ
ポ
ツ
と
水
平
に
連
続
す
る
丸
窓
を
ア
ク

セ
ン
ト
と
し
、
視
線
を
ト
ッ
プ
に
集
中
さ
せ
る
、

と
い
う
効
果
も
計
算
し
て
そ
う
で
す
。 

み
江
　
中
之
島
の
橋
は
岸
と
水
面
の
高
さ
の

差
が
少
な
い
の
で
ど
う
し
て
も
短
足
さ
ん
に

な
り
が
ち
で
す
が
、
う
ま
く
体
型
を
カ
バ
ー

す
る
正
攻
法
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
で
す
ね
。 

桂
　
欄
干
の
丸
窓
の
ほ
か
、
階
段
横
の
壁
に

も
窓
の
よ
う
な
四
角
い
穴
も
あ
り
、
こ
う
し

た
窓
が
川
の
風
景
を
絶
妙
に
切
り
取
り
ま
す
。 

み
江
　
窓
か
ら
の
見
え
方
に
意
味
を
持
た
せ

る
と
は
、
ず
い
ぶ
ん
建
築
っ
ぽ
い
で
す
ね
。 

桂
　
正
解
!
　
京
都
工
芸
繊
維
大
学
の
笠
原

一
人
助
教
に
よ
る
と
、
大
阪
市
土
木
部
の
設

計
と
さ
れ
る
錦
橋
で
す
が
、
意
匠
担
当
は
伊

藤
正
文
と
い
う
建
築
家
と
の
こ
と
。 

み
江
　
伊
藤
正
文
っ
て
誰
？
 

桂
　
辰
野
片
岡
建
築
事
務
所
で
働
い
た
あ
と
、

大
阪
市
技
師
を
つ
と
め
、
戦
後
は
大
阪
市
立

大
学
な
ど
で
教
鞭
を
執
っ
た
建
築
家
で
す
。 

み
江
　
つ
ま
り
錦
橋
は
大
阪
市
技
師
時
代
の

仕
事
と
い
う
こ
と
か
。 

桂
　
そ
の
傍
ら
で
日
本
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
建
築
会
と
い
う
グ
ル
ー
プ
に
参
加
し
て
、

機
関
誌
『
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
建
築
』
に

寄
稿
し
た
り
、
そ
の
表
紙
を
デ
ザ
イ
ン
し
た

り
し
て
い
ま
し
た
。 

み
江
　
ず
い
ぶ
ん
活
動
的
な
方
で
す
ね
。
し

か
し
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
建
築
会
、
と
聞

い
て
納
得
。
橋
の
フ
ォ
ル
ム
も
、
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
タ
イ
ル
を
思
わ
せ
る
幾
何
学

的
で
抽
象
的
な
も
の
で
す
。 

桂
　
な
ん
と
錦
橋
は
1
9
3
1
年
生
ま
れ
で
、

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
タ
イ
ル
の
記
念
碑
 

「
バ
ル
セ
ロ
ナ
・
パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン
」
と
は
2
つ

違
い
。
当
時
最
新
の
国
際
的
な
建
築
ト
レ
ン

ド
に
、
ほ
ぼ
タ
イ
ム
ラ
グ
な
し
で
追
い
つ
い

て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。 

み
江
　
Ｏ
ｈ
!
　
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
。 

桂
　
周
囲
に
も
、
ス
テ
キ
な
建
物
が
そ
ろ
っ

て
ま
す
。
た
と
え
ば
橋
の
た
も
と
に
は
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
ホ
ー
ル
が
、
そ
し
て
そ
の
西
に

は
朝
日
新
聞
ビ
ル
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
ホ
ー
ル
は
ク
リ
ー
ム
色
の
タ
イ

ル
の
壁
に
信
楽
焼
の
牧
神
が
踊
る
1
9
5
8

年
築
の
ビ
ル
。 

み
江
　
こ
れ
は
錦
橋
の
橋
上
か
ら
の
眺
め
が

ベ
ス
ト
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
す
ね
。 

桂
　
朝
日
新
聞
ビ
ル
は
1
9
6
8
年
完
成
で
、

バ
ル
コ
ニ
ー
が
張
り
出
し
た
水
平
の
ス
ト
ラ

イ
プ
模
様
が
印
象
的
で
す
。
こ
の
ス
ト
ラ
イ

プ
は
北
隣
に
控
え
る
朝
日
ビ
ル
の
外
観
と
そ

ろ
え
た
も
の
。
こ
ち
ら
は
錦
橋
と
同
い
年
で
、

や
は
り
幾
何
学
的
な
、
昭
和
初
期
と
し
て
は

最
新
の
モ
ー
ド
を
ま
と
っ
て
い
ま
す
。 

み
江
　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ホ
ー
ル
も
朝
日
新

聞
ビ
ル
も
朝
日
ビ
ル
も
、
再
開
発
に
よ
る
建

て
替
え
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。 

桂
　
そ
う
な
ん
で
す
!
　
土
佐
堀
川
沿
い
の

風
景
に
は
欠
か
せ
な
い
役
者
た
ち
が
、
そ
ろ

っ
て
変
わ
っ
て
し
ま
う
の
は
惜
し
い
で
す
ね
。 

み
江
　
残
る
錦
橋
に
は
、
こ
れ
か
ら
も
が
ん

ば
っ
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。 

※
2

※
3

※
4

※
5
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